
三角関数 1600. 三角関数の最大値・最小値

0≦ θ < 2πのとき、
y = cos2 θ+ sin θ

の最大値と最小値を求めよ。
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今回の学習目標
三角関数を含む最大値・最小値

● sin θ, cos θのいずれかを xに置き換える。

math-support.jp 三角関数の最大値・最小値



例 1 0 ≦ θ < 2πのとき、y = sin2 θ+ sin θの最大値と最小
値、そのときの θの値を求めよ。
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ビデオを止めて問題を解いてみよう
問 1 0 ≦ θ < 2πのとき、y = cos2 θ + sin θの最大

値と最小値、そのときの θの値を求めよ。
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問 1 0 ≦ θ < 2π のとき、y = cos2 θ + sin θ の最大値と最
小値、そのときの θの値を求めよ。
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問 1 0 ≦ θ < 2π のとき、y = cos2 θ + sin θ の最大値と最
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